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世界を代表する眼鏡生産地「福井・鯖江」の熟練したクラフトマンシップにより、自社で企画・デザインする高品質のアイウェアを製造・販売(1)

創業 1958年

売上収益 66.5億円（2023年1月期）

店舗形態

直営店中心に展開

直営店： 国内78店舗、フランス２店舗、中国1店舗
（2023年10月末時点）

一式単価(2) 約72,000円

創業 1995年

売上収益 40.7億円（2023年1月期）

店舗形態

直営／卸売りが各半分

直営店： 国内12店舗、シンガポール1店舗
（2023年10月末時点）

一式単価(2) 約78,000円

注:
1. 取扱店での販売もあり
2. 一式単価はフレーム及びレンズの購入単価合計。2024年1月期第3四半期累計実績

機能を磨き上げることで、最高純度の品質

美しいフォルムを表現する高級眼鏡ブランド

眼鏡生産地「福井・鯖江」を代表する

国内アイウェア業界のトレンドリーダー

金子眼鏡 SPIVVY 職人シリーズ
ISSEY MIYAKE 

EYES

フォーナインズ

日本発のアイウェアカンパニー

01  JEHグループのビジネスモデルと成長戦略
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日本が世界に誇る鯖江ブランド
鯖江は眼鏡の世界三大産地として確固たる地位を確立

雇用の創出、持続可能で環境負荷の少ない耐久性のある高級品の製造を通じて地域の活性化を志向

世界有数の眼鏡産地「鯖江」で高品質な眼鏡を生産

鯖江は100年超の歴史を有する世界三大産地の一角

COOL JAPAN AWARDは、
クールジャパン協議会が主催し、経産省らが後援する賞

「鯖江のめがね」はトヨタ自動車のMIRAIなどと同時に受賞

「鯖江のめがね」は第1回 COOL JAPAN AWARD受賞

生産シェア

日本 鯖江

中国 深圳・東莞等

イタリア Belluno

コストパフォーマンス

デザイン・ブランド

技術力・加工力

主要産地 生産開始時期

1980年代～

1870年代～

1905年～

得意領域

大量生産

企業内一貫生産

分業生産

生産形態

世界三大産地

出所: 鯖江市PRサイト、Nikkei Value Search

鯖江の地域支援（ESGの取り組み）

BASEMENT GLASSWORKS BACKSTAGE

継承した鯖江の伝統にイノベーションを与えて

 次の世代へ伝承

鯖江の「ものづくリ文化の継承・発展」を目指し、鯖江で製造

伝統的な素材と職人の技を受け継ぎつつ、

常に最先端技術を取り込み

2009年
自社工場「BACKSTAGE」竣工

プラスチックフレームを一貫生産

2016年
自社工場「GLASSWORKS」竣工

メタルフレーム製造に特化

2019年
自社工場「BASEMENT」竣工

フレーム切削や研磨の一部を最先端ロボットが担う。イノベーションを強化

鯖江における製造拠点の設立

世界生産
シェア

国内生産
シェア

鯖江

20％

その他

80％

その他

５％

鯖江

95％

01  JEHグループのビジネスモデルと成長戦略
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高い品質とファッションアイテムとしてのブランド力を訴求

価格

高価格アイウェア 様々な形で品質の高さを打ち出すとともに、機能だけではなく、ファッションアイテムとしてブランドの世界観を訴求

低価格アイウェア 機能やプライスラインを限定することで、価格の安さを訴求

高

低

消費者の求めるニーズが大きく異なる

ブランドポジショニング

01  JEHグループのビジネスモデルと成長戦略
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新たなデザイン・トレンドを実現させる一気通貫のビジネスモデル
デザイン、製造・加工、販売までを自社で請け負うことがブランド価値の源泉

JEHの統合シナジーとして、フォーナインズ販売商品の金子眼鏡工場における製造や直営店出店の拡大を進める

自社店舗で販売自社工場で生産自社にて企画

• 製造過程でのアイデアや販売情報を反映した

ファッション性の高い眼鏡を企画

• 鯖江を中心とした部品メーカーからフレーム素材・

レンズ等を調達

• 全製造・加工の工程を計画的に自社工場で実

施 (1)

• 職人による伝統的製法と機械製造を組み合わせ、

他社にはない艶や光沢感を醸成

• こだわりを持ったデザインの店舗を各地域の一等

地に配置

• 効果的な人員配置による店舗運営の強化

製造工程まで全量自社で一貫して手掛けることで「職人の技／高品質」と「収益性／効率性」を両立

外部の職人への委託中心 自社店舗及び卸売経由販売

金子眼鏡の工場活用
金子眼鏡のノウハウを活かした

直営店出店の強化

注:
1. 金型・プレス・メタルフレームの一部の特殊な工程を除く

商品企画・デザイン ものづくり 店舗販売

自社にて企画

01  JEHグループのビジネスモデルと成長戦略
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BACKSTAGE GLASSWORKS

高いクオリティを実現する自社生産拠点
眼鏡の世界三大産地である「鯖江」で、金子眼鏡の自社工場を3拠点（合計で年間約9万本を製造）展開し、

自らが理想とするラグジュアリー・アイウェアを追求

BASEMENT

プラスチックフレーム専用 メタルフレーム専用

メタルフレーム・プラスチックフレーム対応

新工場建設予定

To Come…

2024年以降竣工予定

• 国内外における増産への対応

• フォーナインズ販売商品の製造推進

01  JEHグループのビジネスモデルと成長戦略
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厳選されたロケーション及び店舗デザイン
優良立地へ洗練された店舗デザインを通じて出店することで、高い集客力と高級感のあるブランドイメージを醸成

ブランドイメージを醸成する優良立地への出店・店舗デザイン

01  JEHグループのビジネスモデルと成長戦略

フォーナインズ 京都 祇園店2023年11月 OPEN金子眼鏡店 代官山店2023年10月 OPEN
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1 両ブランドの厳選された国内新規出店による着実な成長

2

金子眼鏡／フォーナインズの統合によるグループシナジー3

ブランド力を背景とした継続的な既存店成長と
訪日外国人数の回復に伴うインバウンド需要の取り込み

4

海外における店舗展開やパートナーシップの加速による更なる成長ポテンシャル

成長戦略

01  JEHグループのビジネスモデルと成長戦略
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これまでの成長のロードマップ
卸売業として創業した後、業界内でも稀有な一貫生産体制を確立し、直営店出店により製販一体モデルへと進化着実な出店に加えて、

栄光眼鏡の子会社化、フォーナインズとの経営統合などインオーガニックの成長も実現

1958

1958年
先代の金子鐘圭が眼鏡卸売業と
して金子眼鏡商会を創業

1981年
現社長の金子真也入社

1986年
「金子眼鏡」へ社名変更

1987

第二弾のオリジナルブランド「SPIVVY」、
職人シリーズ「泰八郎謹製」「恒眸作」

を立ち上げ

1997

2000

ニューヨークのソーホー地区に直営店「FACIAL INDEX NEW YORK」オープン

2002

職人シリーズ「小竹長兵衛作」「井戸多美男作」「佐々木與市作」を追加

2006

分業制が主流の中、

一貫生産体制に向けた始動

2009

オリジナルブランド「BLAZE」立ち上げ

2010

自社工場「BACKSTAGE」竣工

直営店「金子眼鏡店」オープン

オリジナルブランド「金子眼鏡」誕生

2015

2016

2019

新工場「BASEMENT」竣工

日本企業成長投資関連ファンドによる資本参画

2021

フォーナインズとの経営統合

Japan Eyewear Holdings発足

2017

2020 金子眼鏡
70店舗達成

金子眼鏡
60店舗達成

金子眼鏡
50店舗達成

メタルフレーム製造の

「栄光眼鏡」を子会社化

仏子会社設立

2022

01  JEHグループのビジネスモデルと成長戦略
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金子眼鏡

999.9

両ブランドの厳選された国内新規出店による着実な成長

国内店舗数（直営店）推移 (1)

ブランド力を希薄化させないよう出店立地を厳選しながら、両ブランドともに安定的な出店の継続を目指す

JEH発足

注:
1. 各決算期末時点の店舗数。フォーナインズの店舗数はJEH発足以降
2. 既存店舗の近隣好立地への移転を含む

・ 金子眼鏡のノウハウを活用し、直営店舗の出店を強化

・ まずは感度の高い都心に店舗を出店

・ 引き続きブランドを発信できる都心の一等地の路面店・百貨店及び

商業施設を中心に出店

・ 国内においてはブランド力が浸透している中で、地方への展開も強化

両ブランド合計で年間5～10店舗程度の着実な新規出店を継続する(2)

2024/1期以降に目指す出店目標

01  JEHグループのビジネスモデルと成長戦略

1
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海外における店舗展開やパートナーシップの加速による更なる成長ポテンシャル
ブランドを醸成しながら、成長著しいアジア各国への展開を計画

出店エリア

出店戦略

出店形態

現状・短期 中長期

中国中心

ブランドイメージが醸成される

場所に出店し、ブランド認知

度を向上

直営店を出店

（数店舗程度）

高級志向の海外顧客に対して日本・鯖江発のアイウェアブランドを訴求海外戦略の方針

グレーター・チャイナ及びその他アジアでの出店を検討

ブランドが浸透したタイミングで主要都市の一等地への出

店を加速

直営店に加えて現地パートナー企業との提携も検討

（数十店舗程度）

01  JEHグループのビジネスモデルと成長戦略

2
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両ブランドを保有することによるシナジー

金子眼鏡／フォーナインズの統合によるグループシナジー
フォーナインズは金子眼鏡のノウハウ活用・シナジー発現を進め、アップサイドを追求

卸売比率が高いフォーナインズは、収益性がより高い店舗売上の拡大を進め収益性改善を図る

金子眼鏡・フォーナインズの売上構成 (1)

金子眼鏡・フォーナインズのEBITDAマージン (1)の比較

注:
1. 直近本決算（2023/1期実績）ベース

• 金子眼鏡の出店ノウハウをもとに、国内直営店

の新規出店を加速

売上収益成長

国内出店の

加速

一式単価の

改定

• ブランドを訴求しながら、従来積極的に取り組

んでこなかった価格改定を継続的に実施

• フォーナインズ商品をJEHグループで製造する事

で、スケールメリットを享受
収益性改善

原価低減

販管費低減 • 管理部門・経営インフラ統合のコスト減

商品供給力

の安定性

• 自社工場における製造を推進/併用することで

商品供給力が安定して向上

店舗 卸・その他

88.8% 47.5%

01  JEHグループのビジネスモデルと成長戦略

3



14|

一式単価の継続的な向上 (1)

ブランド力を背景とした継続的な既存店成長
国内アイウェア市場おいてプレゼンスの高い2つのブランドを有することで多様なカテゴリの商品を提供でき、グループとしてのブランド力は更に向上

結果として一式単価の継続的な向上を通じて既存店成長を実現する

62,070円

65,803円

67,187円

69,157円
69,872円

71,872円

0

60,000

65,000

70,000

75,000

2019/1 2020/1 2021/1 2022/1 2023/1 2024/1 3Q

72,107円

73,489円

72,313円
72,927円

74,611円

78,668円

0

65,000

70,000

75,000

80,000

2019/1 2020/1 2021/1 2022/1 2023/1 2024/1 3Q

注:
1. 一式単価はフレーム及びレンズの購入単価合計。各期2/1~1/31の集計結果

2019/1対比

+15.8%

2019/1対比

+9.1%

2021年9月
価格改定

2022年3月
価格改定

2023年10月
価格改定

2021年3月
価格改定

2023年2月
価格改定

01  JEHグループのビジネスモデルと成長戦略
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訪日外国人数の回復に伴うインバウンド需要の取り込み

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3

千円

2020/1 2021/1 2022/1 2023/1 2024/1

注:
1. 直営店における訪日外国人顧客による売上収益（卸販売先におけるインバウンド売上は含まない）

JEHのインバウンド売上収益の推移(1)

インバウンド需要がコロナ前を超える水準まで回復

回復途上の中国からの訪日者の需要が戻るとインバウンド売上収益の更なる向上が期待

01  JEHグループのビジネスモデルと成長戦略

JEHのインバウンド売上収益の内訳

中国 中国

その他
その他

2019年10月 2023年10月

4
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ふるさと納税を通じた地域貢献と売上収益増加の両立
鯖江市のふるさと納税に、店舗で使用できる眼鏡引換券を提供

01  JEHグループのビジネスモデルと成長戦略

アイウェアには、視力矯正器具としての価値だけでなく、掛けるほどに顔に馴染み、個性を引き立てる魅力があります。

ふるさと納税「眼鏡引換券」を通して、日本製の上質なアイウェアをより深く体感し、

寄附者様のライフスタイルに寄り添いご愛用いただくことが私たちの願いです。
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配当政策

01  JEHグループのビジネスモデルと成長戦略

将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、安定した配当を継続して実施していくこと

を基本方針としており、年間配当性向40％を目安として配当を実施する方針です。

内部留保資金につきましては、今後予想される経営環境の変化に対応すべく、今まで以上にコスト競争力を高め、市

場ニーズに応える技術・製造開発体制を強化し、さらには、グローバル戦略の展開を図るために有効投資してまいりたい

と考えております。

なお、2024年1月期の期末配当については、株式上場から当該期末配当の基準日までの期間が6か月未満であるこ

とを考慮し、年間の連結配当性向40％の2分の1程度を目安として期末配当金額を決定する方針です。

これにより、2024年1月期期末配当は1株当たり17円を計画しております。
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02

2024年1月期 第3四半期 業績概況
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エグゼクティブサマリー

連結

単体

02  2024/1期 第3四半期 業績概況

売上収益は、新型コロナウイルス感染症の感染者数減少や5類への分類変更、2022年10月の入国者数上限撤廃などにより、

店舗売上を中心に順調に推移し、前年同期比+27.8％の96億円となりました。

また、利益率は引き続き高い水準を維持しており、営業利益は前年同期比1.85倍となる26億円を達成しました。

なお、通期業績予想に対する9ヵ月間実績の達成率は売上収益で74.0％、営業利益で75.7％となり順調に進捗しております。

売上収益 売上総利益率 販管費

(売上比49.7％)

VS.2023/1期Q3 127.8% VS.2023/1期Q3 +1.2 pt VS.2023/1期Q3 110.6%

営業利益 四半期利益 調整後EBITDA

(売上比27.7％) (売上比16.0％) (売上比39.8％)

VS.2023/1期Q3 185.0% VS.2023/1期Q3 446.0% VS.2023/1期Q3 153.1%

金子眼鏡(株) 既存店売上高 前年比 (株)フォーナインズ 既存店売上高 前年比

9ヵ月間累計  ％ 9ヵ月間累計  ％

Q3(3ヵ月)  ％ Q3(3ヵ月)  ％

38 億円

48 億円

15 億円

127.9 126.4

128.3 130.6

96 億円

26 億円

77.4 %(IFRSベース）
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連結 PL

注:
1. EBITDA=営業利益＋減価償却費＋識別可能資産償却
2. 調整後EBITDA＝EBITDA（営業利益＋減価償却費＋識別可能資産償却費）＋上場準備費用（注3）＋フォーナインズ買収関連費用（注4）
3. 上場準備や国際会計基準（IFRS）導入に係るアドバイザリー費用や外部コンサルタント費用等の上場に関連する一時的な費用であります。
4. 2022年１月期に株式会社フォーナインズを買収した際の費用であります。調整後当期（四半期）利益の調整項目には買収に伴って借入を行った際の金融機関のアレンジメント費用及び元取締役に対する特別退職金を加算調整しております。なお、調整後EBITDAの

調整項目には、フォーナインズ買収に関連する弁護士費用や印紙税・登録免許税等の費用が加算調整の対象となりますが、この文書における連結業績の対象期間において対象の調整項目はございません。

02  2024/1期 第3四半期 業績概況

(単位：百万円）

2023/1期Q3 2024/1期Q3 増減 前年同期比

売上収益 7,580 9,689 2,108 127.8%

売上原価 1,803 2,191 388 121.6%

売上総利益 5,777 7,497 1,720 129.8%

販売費及び一般管理費 4,353 4,816 463 110.6%

その他の収益/その他の費用（▲） 24 ▲ 1 ▲ 25 ▲ 3.2%

営業利益 1,448 2,680 1,231 185.0%

EBITDA 2,493 3,769 1,275 151.2%

調整後EBITDA 2,519 3,857 1,338 153.1%

金融収益/金融費用（▲） ▲ 544 ▲ 314 229 57.8%

税引前四半期利益 904 2,365 1,461 261.5%

法人所得税費用 557 819 261 146.9%

四半期利益 346 1,546 1,199 446.0%

調整後当期利益 386 1,603 1,217 414.7%

(IFRSベース）
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(単位：百万円）

連結 PL 3Q (3ヵ月）

注:
1. EBITDA=営業利益＋減価償却費＋識別可能資産償却
2. 調整後EBITDA＝EBITDA（営業利益＋減価償却費＋識別可能資産償却費）＋上場準備費用（注3）＋フォーナインズ買収関連費用（注4）
3. 上場準備や国際会計基準（IFRS）導入に係るアドバイザリー費用や外部コンサルタント費用等の上場に関連する一時的な費用であります。
4. 2022年１月期に株式会社フォーナインズを買収した際の費用であります。調整後当期（四半期）利益の調整項目には買収に伴って借入を行った際の金融機関のアレンジメント費用及び元取締役に対する特別退職金を加算調整しております。なお、調整後EBITDAの

調整項目には、フォーナインズ買収に関連する弁護士費用や印紙税・登録免許税等の費用が加算調整の対象となりますが、この文書における連結業績の対象期間において対象の調整項目はございません。

02  2024/1期 第3四半期 業績概況

2023/1期Q3

(8月～10月)

2024/1期Q3

(8月～10月) 増減 前年同期比

売上収益 2,458 3,286 827 133.6%

売上原価 609 745 136 122.3%

売上総利益 1,849 2,540 691 137.4%

販売費及び一般管理費 1,419 1,651 232 116.3%

その他の収益/その他の費用（▲） 11 ▲ 3 ▲ 14 ▲ 33.3%

営業利益 440 885 444 200.8%

EBITDA 809 1,258 449 155.5%

調整後EBITDA 816 1,311 494 160.5%

金融収益/金融費用（▲） ▲ 187 ▲ 101 85 54.3%

税引前四半期利益 253 783 530 309.5%

法人所得税費用 189 269 79 142.2%

四半期利益 63 514 450 804.8%

調整後当期利益 78 548 470 700.4%

(IFRSベース）



22|*インバウンド売上、国内売上： 店舗売上のうちインバウンド顧客向け売上と国内顧客向け売上を指す。金子眼鏡グループとフォーナインズグループの合算値。

売上収益増減

02  2024/1期 第3四半期 業績概況

▲1

2,458

3,286

397

287
145

2023/1期
Q3

2024/1期
Q3

インバウンド売上
増加*

国内売上
増加*

卸売上
増加

その他

7,580

9,689

1,001

774
340 ▲5

2023/1期
Q3

2024/1期
Q3

インバウンド売上
増加*

国内売上
増加*

卸売上
増加

その他

第3四半期 第3四半期累計期間

単位：百万円 単位：百万円

+33.6% +27.8%

(IFRSベース）
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連結 販管費

02  2024/1期 第3四半期 業績概況

2023/1期Q3 2024/1期Q3 増減/pt差 前年同期比

販売費および一般管理費合計 4,353 4,816 463 110.6%

売上比 57.4% 49.7% ▲ 7.7Pt -

　人件費 1,884 1,987 102 105.5%

売上比 24.9% 20.5% ▲ 4.3Pt -

　減価償却費 1,009 1,053 43 104.3%

売上比 13.3% 10.9% ▲ 2.4Pt -

　賃借料 365 519 153 142.1%

売上比 4.8% 5.4% 0.5Pt -

　広告宣伝費 50 37 ▲ 13 73.9%

売上比 0.7% 0.4% ▲ 0.3Pt -

　その他 1,042 1,218 175 116.9%

売上比 13.8% 12.6% ▲ 1.2Pt -

(単位：百万円）(IFRSベース）
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連結 販管費 3Q (3ヵ月）

02  2024/1期 第3四半期 業績概況

2023/1期Q3

(8月～10月)

2024/1期Q3

(8月～10月) 増減/pt差 前年同期比

販売費および一般管理費合計 1,419 1,651 232 116.3%

売上比 57.7% 50.3% ▲ 7.5Pt -

　人件費 629 665 35 105.7%

売上比 25.6% 20.3% ▲ 5.4Pt -

　減価償却費 357 361 4 101.3%

売上比 14.5% 11.0% ▲ 3.5Pt -

　賃借料 101 176 74 173.7%

売上比 4.1% 5.4% 1.2Pt -

　広告宣伝費 11 12 0 107.5%

売上比 0.5% 0.4% ▲ 0.1Pt -

　その他 320 436 115 136.2%

売上比 13.0% 13.3% 0.2Pt -

(単位：百万円）(IFRSベース）
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業績進捗

注:
1. EBITDA=営業利益＋減価償却費＋識別可能資産償却
2. 調整後EBITDA＝EBITDA（営業利益＋減価償却費＋識別可能資産償却費）＋上場準備費用（注3）＋フォーナインズ買収関連費用（注4）
3. 上場準備や国際会計基準（IFRS）導入に係るアドバイザリー費用や外部コンサルタント費用等の上場に関連する一時的な費用であります。
4. 2022年１月期に株式会社フォーナインズを買収した際の費用であります。調整後当期（四半期）利益の調整項目には買収に伴って借入を行った際の金融機関のアレンジメント費用及び元取締役に対する特別退職金を加算調整しております。なお、調整後EBITDAの

調整項目には、フォーナインズ買収に関連する弁護士費用や印紙税・登録免許税等の費用が加算調整の対象となりますが、この文書における連結業績の対象期間において対象の調整項目はございません。

02  2024/1期 第3四半期 業績概況

2024/1期通期

(年間予想)

2024/1期Q3

（実績） 達成率

売上収益 13,090 9,689 74.0%

営業利益 3,541 2,680 75.7%

EBITDA 5,016 3,769 75.1%

調整後EBITDA 5,152 3,857 74.9%

当期利益 2,042 1,546 75.7%

調整後当期利益 2,131 1,603 75.2%

(単位：百万円）

通期業績予想に対する9ヵ月間実績の達成率は売上収益で74.0％、営業利益で75.7％となり順調に進捗しております。

(IFRSベース）
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2,249 

2,872 

2,458

3,142 
2,918 

3,485 
3,286 

Q1 Q2 Q3 Q4

2023/1期 2024/1期

267 

740 

440 

778 759 

1,035 

885 

Q1 Q2 Q3 Q4

2023/1期 2024/1期

四半期別推移

売上収益 営業利益

02  2024/1期 第3四半期 業績概況

単位：百万円 単位：百万円

(IFRSベース）
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連結 BS

2023/１月末 2023/10月末 増減 対前期末

総資産 31,170 32,160 989 103.2%

構成比 100.0% 100.0% - -

流動資産 4,585 5,053 467 110.2%

構成比 14.7% 15.7% - -

非流動資産 26,585 27,107 522 102.0%

構成比 85.3% 84.3% - -

流動負債 4,144 3,944 ▲ 199 95.2%

構成比 13.3% 12.3% - -

非流動負債 17,945 17,539 ▲ 406 97.7%

構成比 57.6% 54.5% - -

資本合計 9,081 10,677 1,595 117.6%

構成比 29.1% 33.2% - -

銀行借入金残高 14,800 14,325 ▲ 475 96.8%

棚卸資産 1,313 1,416 102 107.8%

02  2024/1期 第3四半期 業績概況

(単位：百万円）(IFRSベース）
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連結 CF

02  2024/1期 第3四半期 業績概況

2023/1期Q3 2024/1期Q3

営業キャッシュ・フロー（小計） 2,633 3,639

税引前四半期利益　 ＋2,365

減価償却費　 ＋1,089

棚卸資産の増減額（▲は増加） ▲102

法人所得税の支払額 ▲1,152

有形固定資産の取得による支出　 ▲520

敷金及び保証金の差入による支出　 ▲77

長期借入金の返済による支出　 ▲475

リース負債の返済による支出　 ▲896

現金及び現金同等物期末残高 2,907 2,526

財務キャッシュ・フロー

当期実績の主な内訳

2,042 2,215

▲ 1,120 ▲ 1,371

投資キャッシュ・フロー ▲ 277 ▲ 589

営業キャッシュ・フロー

(単位：百万円）(IFRSベース）
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出退店

02  2024/1期 第3四半期 業績概況

上記に加え、2023/11月、12月に計4店舗の新規出店を実施済み

9か月間実績 出店 7 退店/移転 1 2024/1期Q3末店舗数 94

通期予想 出店 12 退店/移転 1 2024/1期末店舗数 99

前期末 期末店舗数

店舗数 （予想）

　金子眼鏡（株） 74 5 1 78 8 1 81

　KANEKO FRANCE SARL 2 - - 2 - - 2

　金子眼鏡（上海）有限公司 0 1 - 1 1 - 1

 （株）フォーナインズ 11 1 - 12 3 - 14

   FOUR NINES SINGAPORE PTE.LTD. 1 - - 1 - - 1

計 88 7 1 94 12 1 99

9か月間実績 通期予想

出店 退店/移転
2024/1期Q3

末店舗数
出店 退店/移転
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出退店詳細

02  2024/1期 第3四半期 業績概況

会社 月 出退店 店名

金子眼鏡（株） 3月 新規出店 金子眼鏡店　東京ミッドタウン八重洲店 東京ミッドタウン八重洲 東京都中央区

7月 新規出店 金子眼鏡店　モユク札幌　 moyuk SAPPORO　 北海道札幌市

8月 退店/移転 KANEKO OPTICAL イオンモールKYOTO店 イオンモールKYOTO 京都府京都市

9月 新規出店 KANEKO OPTICAL ららぽーと海老名店 ららぽーと海老名 神奈川県海老名市

10月 新規出店 金子眼鏡店　京都髙島屋S.C.店 京都髙島屋S.C. 京都府京都市

10月 新規出店 金子眼鏡店 代官山店 フォレストゲート代官山 東京都渋谷区

11月 新規出店 金子眼鏡店 麻布台ヒルズ店 麻布台ヒルズ タワープラザ 東京都港区

12月 新規出店 KANEKO OPTICAL ららぽーと富士見店 ららぽーと富士見 埼玉県富士見市

（株）フォーナインズ 9月 新規出店 フォーナインズ 神戸阪急店 神戸阪急本館 兵庫県神戸市

11月 新規出店 フォーナインズ 京都 祇園店 路面店 京都府京都市

11月 新規出店 フォーナインズ 新丸ビル店 新丸の内ビルディング 東京都千代田区

金子眼鏡 上海 4月 新規出店 金子眼鏡店　武康庭376店 武康庭 FERGUSON LANE 中国上海市

商業施設・住所
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金子眼鏡店

出店

02  2024/1期 第3四半期 業績概況

フォーナインズ 京都 祇園店2023年11月 OPEN金子眼鏡店 麻布台ヒルズ店2023年11月 OPEN

金子眼鏡店 武康庭376店

2023年4月 OPEN

金子眼鏡店 代官山店

2023年10月 OPEN

KANEKO OPTICAL ららぽーと富士見店 

2023年12月 OPEN

フォーナインズ 神戸阪急店

2023年9月 OPEN

フォーナインズ 新丸ビル店

2023年11月 OPEN

フォーナインズ 金子眼鏡（上海）
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私たちは、アイウェアを通して、

世界中の人々に「夢」「感動」「幸福」を提供し続けます。

私たちは、アイウェアを通して、

世界中の人々の文化的生活の向上に寄与することを目指します。

私たちは、アイウェアを通してもたらされる繁栄を、

関係する全ての人々と共有し、ともに成長し、社会に貢献していきます。

Our Philosophy
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ディスクレーマー

本資料は、当社グループについての一般的な情報提供を目的としており、当社の発行する株式その他
の有価証券への投資の勧誘を目的とするものではありません。

本資料に記載される業界、市場動向または経済情勢等に関する情報は、現時点で入手可能な情報に基
づいて作成しているものであり、当社がその真実性、正確性、合理性及び網羅性について保証するも
のではありません。

また、本資料に記載される当社グループの計画、見積もり、予測、予想その他の将来情報については、
現時点における当社の判断又は考えにすぎず、実際の当社グループの経営成績、財政状態その他の結
果は、経済情勢、市場動向、消費者の嗜好の変化、原材料価格の変動等により、本資料記
載の内容またはそこから推測される内容と大きく異なることがあります。
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